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◆ 発行日　令和６年11月30日  ◆ 発行者  日野川の源流と流域を守る会  （事務局：鳥取県西部総合事務所日野振興センター日野振興局）
　 電話. (0859)-72-2081　ファクシミリ. (0859)-72-2072　Eメール. hino-shinkou@pref.tottori.lg.jp

　「日野川を日本一美しい川」にするため､日野川の源流と流
域を守る会の活動に参加しませんか？
　当会の活動に興味をお持ちの方は、入会手続きや会費などに
ついて、事務局までお気軽に御相談ください。

当会の活動は会員の皆さんに
支えられています。

日野川の源流と流域を守る会

会員 募集中!

日野川流域憲章
【前文】

【日野川流域憲章の理念】

・日野川流域の自然・環境を守り、川と私たちとのすばらしい共存に努めます｡

・日野川のきれいで豊かな流れが、いつまでも続くように美しい緑の森を守り､育てるように努めます｡

・日野川流域の交流・連携をすすめます｡

・日野川流域の歴史・生活文化を学び、その知識を次世代に引き継ぐように努めます｡

・日野川流域に培われてきた、さまざまな価値ある魅力を大切にして、継続的な地域の発展に努めます。

・日野川流域を愛する人たちの輪が広がるように努めます。

〔お問い合わせ方法〕
・Eメール･ファクシミリ
　常時受付･内容確認後に御連絡させていただきます。
・電話
　月～金曜日　８：30～17：15（年末年始、祝日等除く）

８
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普及啓発活動報告普及啓発活動報告
　10月17日、日野町立日野学園にゲストティーチャーとして招かれ、３年生の教科「はばたき科」の授業を行い
ました。
　はばたき科では、これまで日野川をきれいにするための学習を進めてきておられ、今回は、日野川の源流と流域を
守る会から「日野川の自然保護の取り組みを聞くことを通して、自分たちにできる日野川の自然保護の取り組みにつ
いて考える」という授業でした。
　授業ではまず、事務局職員の高橋が当会の成り立ちやイベントなどの活動を紹介
し、「日野川の自然保護のためにみんなができることは何か」という、児童の学習
のきっかけづくりをしました。
　引き続き藤原自然保護監視員の「日野川流域の豊かな自然」の授業が始まり昆虫
や植物の話になると、児童たちからは「オオサンショウウオを捕まえたらいけない
のですか？」「サクラソウは珍しいの？」など様々な質問が飛び交う楽しく有意義
な授業になりました。

　はばたき科の授業の成果として、11月１日に日野町文化ホールで開催された日野学
園文化祭で、「コケマルといっしょに」と題した３年生の学年発表がありました。
　この発表では、日野川に棲むカッパ、コケマルと子どもたちの交流を通じ、一人一人
が自分にできることをして、美しい日野川やこの地域をこれからも守っていこうとい
う、すばらしい発表でした。
　子どもたちが今後も日野川の流域で成長する中で日野川に親しみを感じ、愛着心を
持って、次世代に日野川の魅力を伝えていってくれることを期待せずにはおられません。
　当会ではこのように普及啓発活動や学習活動を行っておりますので、出前授業等のご
希望がありましたら、お気軽にご相談ください。日野川流域の豊かな自然の授業

源流の碑をスライドで紹介
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令和６年  イベントレポート
　日野川の源流と流域を守る会では、日野川流域の魅力を多くの皆様に感じ、知っていただき、
その魅力を次の世代に引き継いでいただけるよう、様々なイベントを実施しています。
　今回は、令和６年に実施したイベントの様子をご紹介します。

大物をゲットするぞ

岡田講師の丁寧な解説
現地に生息していた
オオサンショウウオ 自分で捕った生物は何かな？

タモを使って採取

岡田講師の解説に聞き入る生徒たち

作業道を歩いて現地へ

間伐作業中の林内での解説タゴガエルを発見した佐藤講師を囲んで観察

橋を渡り沢を越え源流に向かう 参加者の手できれいになった碑の前で記念撮影

20
24
.5.2

6 森
林整備体験と木

谷
川
自
然
観
察
会

日野川の源流と流
域を

守
る
会

202
4年

日野
川の自然環境と希少生

物
を
守
る
体
験学習会日野川の源流

と流
域を
守
る
会

20
24.

6.15
日野川源流探

訪
日
野

川の源流と流域
を守

る
会

オオ
サンショウウオ

験験

域域

少少

オ オオ
バイカウツギ

ナガ
バモミジイチゴナガ
バモミジイチゴ



2 3

令和６年  イベントレポート
　日野川の源流と流域を守る会では、日野川流域の魅力を多くの皆様に感じ、知っていただき、
その魅力を次の世代に引き継いでいただけるよう、様々なイベントを実施しています。
　今回は、令和６年に実施したイベントの様子をご紹介します。

大物をゲットするぞ

岡田講師の丁寧な解説
現地に生息していた
オオサンショウウオ 自分で捕った生物は何かな？

タモを使って採取

岡田講師の解説に聞き入る生徒たち

作業道を歩いて現地へ

間伐作業中の林内での解説タゴガエルを発見した佐藤講師を囲んで観察

橋を渡り沢を越え源流に向かう 参加者の手できれいになった碑の前で記念撮影

20
24
.5.2

6 森
林整備体験と木

谷
川
自
然
観
察
会

日野川の源流と流
域を

守
る
会

202
4年

日野
川の自然環境と希少生

物
を
守
る
体
験学習会日野川の源流

と流
域を
守
る
会

20
24.

6.15
日野川源流探

訪
日
野

川の源流と流域
を守

る
会

オオ
サンショウウオ

バイカウツギ

ナガ
バモミジイチゴナガ
バモミジイチゴ



4 5

鮎種苗生産場長
森下さん

森下場長の解説の様子

元気に育つ若アユ

砂浜にはびこるオニハマダイコンの
除去作業 外来植物

オニハマダイコン

大量に除去したオニハマダイコンと参加者の皆様

鏡ヶ成湿原で自然観察

森の中での昆虫の解説
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日野川支流･俣野川にかかる大山隠岐国立公園･鏡ヶ成の取組
環境省中国四国地方環境事務所大山隠岐国立公園管理事務所

所長　尾﨑　絵美

■大山隠岐国立公園とは
　事務所の名前にもある「大山隠岐国立公園」は、全国に35ある国
立公園のひとつで、中国地方最高峰の大山から蒜山一帯および三徳
山一帯の山岳地帯、三瓶山、島根半島の海岸部、そして隠岐諸島の
４つの地域から成る、山・島・海の変化に富んだ景観を有した国立
公園です。

■大山隠岐国立公園と日野川との関わり
　大山隠岐国立公園は、日野川のいくつかの支流がエリアに入っています。今から20年以上前の2002年に、源流
から河口、支流から本流に至る日野川流域という広域的視点をもってその自然環境を守り、将来に引き継ぐため、
「日野川の源流と流域を守る会」を設立し、様々な活動を通じて会を継続、発展されてきたことは先進的ともい
える取組だったのではないかと考えます。
　支流のひとつである俣野川が始まる場所にある「鏡ヶ成」は大山隠岐国立公園内にあり、これまでも貴会の活
動において、自然観察会や外来種駆除活動等を実施してきていただいており、国立公園の保護及び利用の推進に
お力添えもいただいておりますことを感謝いたします。

■鏡ヶ成における取組
　鏡ヶ成は、大山隠岐国立公園において主要な利用拠点のひ
とつです。戦前までは陸軍の軍馬育成場として放牧地や採草
地として利用されていましたが、それらの利用がなされなく
なると湿原の乾燥化や植生の変化が進行していきました。こ
のような状況を受け、2000年度から2007年度にかけて、環境
省が中心となり、湿原植生の回復効果の検証として土嚢を
使った堰の設置や、草原環境の管理手法検討のための刈り取
りや火入れの実施等を行い、湿原や草原の管理手法の検討・
設定を行いました。その後2016年からは鳥取大学からの参画
を得て科学的な側面が強化された形で自然再生事業が始まる
ようになりました。そして2019年３月には鏡ヶ成に水源をも
つ「サントリー天然水奥大山ブナの森工場」を所有するサン
トリーホールディングス（株）、江府町、環境省の３者間で、
鏡ヶ成の保全、再生及び活用に関して協働で進めることを目
的にした協定の締結も行いました。この協定締結と同時に、
産学官で構成される「大山隠岐国立公園鏡ヶ成保全再生活用
協議会」が発足し、現在ではこの協議会を中心に、春の山焼
きや初夏の選択的草刈り、秋の防火帯作り等をボランティア
の協力も得ながら実施しています。
　2023年度には、協議会で議論を行い、鏡ヶ成の目指す方向性を「鏡ヶ成ビジョン」として、ビジョンの達成に
向けた課題と解決策を「行動計画」としてとりまとめました。ご興味ある方は大山隠岐国立公園ホームページの
「取組」をご参照ください。
　多様な動植物が生息・生育する魅力的な鏡ヶ成を保全・再生し、日野川の源流と流域を守る会の皆様にも環境
教育や自然体験ツアーに活用いただけるよう協議会の皆様とともに取り組んでいきたいと考えています。ぜひ
鏡ヶ成協議会のイベントにもご興味あればご参加ください！

日野川河口よりのぞむ伯耆大山

鏡ヶ成湿原と木道

山焼きの様子
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